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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月26日(2011.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
原料容器の射出孔から原料を射出し、
長手方向垂直断面内に複数の領域を有し、該複数の領域に、回路素子を形成し、
長手方向に連続的にあるいは間欠的に糸状に形成した線状素子を作製し、前記線状素子を
複数束ねて形成することを特徴とする集積装置の製造方法。
【請求項２】
原料容器の射出孔から原料を射出し、
長手方向垂直断面内に複数の領域を有し、該複数の領域に、回路素子を形成し、
長手方向に連続的にあるいは間欠的に糸状に形成した線状素子を作製し、前記線状素子を
を複数織り込んで、又は編み込んで形成することを特徴とする布地状体の製造方法。
【請求項３】
原料容器の射出孔から原料を射出し、
長手方向垂直断面内に複数の領域を有し、該複数の領域に、回路素子を形成し、
長手方向に連続的にあるいは間欠的に糸状に形成した線状素子を作製し、前記線状素子を
複数織り込んで、又は編み込んで形成されたことを特徴とする衣服の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　請求項１に係る本発明は、原料容器の射出孔から原料を射出し、長手方向垂直断面内に
複数の領域を有し、該複数の領域に、回路素子を形成し、長手方向に連続的にあるいは間
欠的に糸状に形成した線状素子を作製し、前記線状素子を複数束ねて形成することを特徴
とする集積装置の製造方法である。
　請求項２に係る本発明は、原料容器の射出孔から原料を射出し、長手方向垂直断面内に
複数の領域を有し、該複数の領域に、回路素子を形成し、長手方向に連続的にあるいは間
欠的に糸状に形成した線状素子を作製し、前記線状素子を複数織り込んで、又は編み込ん
で形成することを特徴とする布地状体の製造方法である。
　請求項３に係る本発明は、原料容器の射出孔から原料を射出し、長手方向垂直断面内に
複数の領域を有し、該複数の領域に、回路素子を形成し、長手方向に連続的にあるいは間
欠的に糸状に形成した線状素子を作製し、前記線状素子を複数織り込んで、又は編み込ん
で形成されたことを特徴とする衣服の製造方法である。
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